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我々は ALDプロセスで、二種類の有機金属原料を連続吸着させることで、複合酸化膜の実現を

目指している。その中でもジンクアルミネートは幅広い phの耐腐食効果が報告されており、クロ

メート処理に代わる環境負荷の少ない腐食防止膜として期待されている。連続吸着方式は原料ガ

ス飽和時点で混合吸着層が形成されるため、二層交互方式のバイレイヤー成膜と比べて完全複合

膜が期待できる。Fig.1 はジンクアルミネート成膜における ALD 連続吸着方式のタイミングチャ

ートである。酸化亜鉛の原料として DMZ、酸化アルミの原料として TMAを使用した。DMZ照射

量 1.0×105 L、TMA照射量 600 Lの条件で 300サイクルまで成膜した結果、Fig.2及び Fig.3より

GPCは安定して 0.12 nm/cycleであり、Saは 0.18 nmであった。DMZの GPCは 0.046 nm/cycleで、

TMAの GPCは 0.15 nm/cycleであり、今回の GPCはその間である。この結果は ALD連続吸着方

式における安定した化学吸着での混合層の堆積を示唆しており、以前報告した多重内部反射型赤

外吸収分光法(MIR-IRAS)による吸着反応の観察データとも一致する。また、300 サイクルでの

Al/Zn原子組成比は以前に報告した 100サイクル時のデータとほぼ一致し、サイクル数に依存がな

く複合酸化膜の原子組成比が維持されることも確認した。学会ではこれらの結果をもとに ALD連

続吸着方式におけるジンクアルミネートの形成、及び複合酸化膜の展開について報告する。 

 

 

Fig.2 Growth per cycle (GPC) of zinc aluminum oxide. Fig. 3 AFM image of zinc aluminum oxide. 

Fig.1 Timing chart of sequential adsorption. 
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